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人と人、人とまち、人と作業を繋げる。
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今回は、自費リハビリのご利用者様の事例紹介をさせて頂きます。現在20名以上
の方が自費リハビリをご利用頂いており、皆さん日々楽しく頑張られております。
中でも、車いす生活を余儀なくされた方が、発症から3年経過し、杖歩行まで可能
となったケースをご紹介させて頂きます。
大動脈解離術後に不全対麻痺を呈した５０歳代女性Aさんです。開始当初は車いす
移乗も少し不安を抱えているような状態でした。背臥位で寝ていても、股関節や膝
関節、体幹は曲がった状態で、全身筋緊張が強く、まずは筋緊張を落とす為クッショ
ン等でポジショニングをしたり、腹臥位訓練をしたりベッド上での訓練から始めまし
た。
そのうち馬蹄型の歩行器での歩行が行えるようになり歩行器を使って冷蔵庫の物
を取りに行き運搬する事ができたり、伝い歩きができるようになり車いすになって
から行く事ができていなかった自宅内の部屋へ行く事ができたり、少しずつ活動範
囲が広がってきました。
そして、ここ最近では杖歩行を練習しています。まだ実用的ではありませんが、少し
ずつ改善して出来る事が増えてくると、「ダンスを踊れるようになりたい」という言
葉が聞かれるようになりました。

活動報告（自費リハ 事例紹介）

リハビリコラム 必見！！車いすの選定(調整)方法

車いすのご利用者様と関わる中で、何となくその車いすが合っているのか合っていないのか、もしくはなぜか姿勢が
崩れる、何となく漕ぎにくそう等、感じてはいるもののどこが合っていないのか悩んだ事はありませんか？そんな時、
以下の点に気を付けて車いすの調整、もしくは変更するとそれの問題は解決するかもしれません。ぜひ参考にされて
みて下さい。
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